
 授業科目名 担当講師名 対象学年 
成人看護学Ⅳ 

女性生殖器疾患患者の看護 
感覚器疾患患者の看護 

一瀬 いつ子 ／ 糸 ふじ代 ２年次 

授業形態 単位（時間） 教室等 学期 曜日 時限 

講義・演習 （１０） 教室 後期 不定期 不定期 

実務経験 本科目は、看護師として実務経験のある教員による講義。 

学修内容 講義 

到達目標 
女性生殖器疾患をもつ患者の特徴・看護が理解できる 
感覚器疾患患者の看護が理解できる 

事前学習 

女性生殖器の解剖生理を復習する 
皮膚：熱傷 帯状疱疹 スキンケア 
眼：白内障 緑内障 糖尿病性網膜症 
耳鼻咽喉：難聴 メニエール病 慢性副鼻腔炎 喉頭がん 
歯・口腔：口腔ケア 

授業計画  

№ 授 業 内 容 

１ 

 
 
 
 

２ 
  治療・処置・検査を受ける患者の看護 

女性生殖器疾患の看護・リハビリテーション 

３ 終講試験 

１ 
＜感覚器＞皮膚科疾患患者の看護 
眼疾患患者の看護 

２ 
耳鼻咽喉疾患患者の看護 
歯・口腔疾患患者の看護 

３ 終講試験 

履修上の要件 
解剖生理学（皮膚 眼 耳鼻咽喉 歯口腔）、病理学、感覚器疾患、 

女性生殖器疾患を履修していることが望ましい。 

テキスト、教材、 
参考書 

系統看護学講座専門分野Ⅱ 成人看護学Ⅱ 皮膚 医学書院 
系統看護学講座専門分野Ⅱ 成人看護学Ⅱ 眼 医学書院 
系統看護学講座専門分野Ⅱ 成人看護学Ⅱ 耳鼻咽喉 医学書院 
系統看護学講座専門分野Ⅱ 成人看護学Ⅱ 歯・口腔 医学書院 
                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                  

成績評価の方法 筆記試験 



備考 内分泌、腎泌尿器と併せて１単位とする。 

 


